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１）認定 OWS指導員の養成目的 

オープンウォータースイミング（主に、海・川・湖などの自然環境下における水泳をさす；以下「OWS」という。）の普及と発展に努め、主に、海・川・湖       

などの自然環境における水の事故防止に寄与する人材の養成を目的とする。 

 

２）資格取得方法 

学科講習 実技試験  指導実習  水泳指導者資格  OWS指導者資格 

 

OWS講習会 

1時間×3コマ 

 

OWS検定 1級 

 

 

 

 

 OWSクリニック×3回以上 

プール 1回、海・中上級 1回、

海・初心者 1回 

 

 

 

＋ 

日本水泳連盟 

公認基礎水泳指導員の 

資格保有者 

 

または 

 

日本体育協会 

公認資格（水泳）保有者 

 

 

 

日本水泳連盟 

認定 OWS指導員 

  

1日で受講・受検可能          

※講習会・検定会・クリニックの開催日程は、日本水泳連盟の HPや各種メディアにて確認のこと 

※ＯＷＳ検定 1級が合格できなかった場合は、資格取得有効期間内に再度受検してください。 

 

３）受講料 

学科講習（OWS講習会） 5000円 

実技試験（OWS検定 1級）5000円  ＊検定料・審査料・認定証料 

指導実習（講師アシスタント） 0円  

 

４）新規登録料（4年間） 

12000円 



 

５）認定 OWS指導員資格更新方法 

 

資格有効期間内（4年間）に認定 OWS指導員講習会の受講、OWSクリニックおよび検定会を主催もしくはクリニック講師として参加しなければならない。 

 基礎水泳指導員資格については、必ず資格更新を行っていること。 

 

更新方法イメージ             

                             更新要件（4年間で） 

 

 

OWS指導者資格  OWS指導実績 ※すべての要件を満たすこと  OWS指導者資格 

 

 

 

日本水泳連盟 
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認定 OWS指導員講習会の受講 

 

OWSクリニックおよび検定会の主催もしくはクリニック講師として参加 

 

基礎水泳指導員資格の更新 

 

 

 

 

 

更新 
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６）更新登録料（4年間） 

10000円 

 

以 上 

 


